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このことについて， 他( )Carpenter 2003
は，算数の学習は，他の関連した数学的アイ
デアから切り離されていると指摘している．
例えば， ＋ ＋ を計算するときに，75 48 25






















































































































． ， ，る さらに ⑤の問題では明らかに計算より
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その関係を考えることに有効性を見出してき










































































































いえるのではないかと考え， ÷２＝ ，24 12
もっと大きい数だとどうだろうと ÷２102
































































































































































， （ ）す活動を行ったあと この先の図形 ４番目
について考えさせた。その個数をたずねたと










そこで 筆者は ①～④の図形を指して こ， ， 「
の仲間にきまりはあるのかな 」と聞き，自．
力解決の時間をとった。





































































話し合いで と の考えを聞いたことにTo Wa
よって，中心から広がる考えを思いついた。
そして 【図 】を書き，増える部分につい， 10
て規則性を見つけた 授業後の感想には 次。 ，「










































































ことができた．これは， ( )がLampert 1990
述べている「獲得した知識」を接続させる試
みである．
一方で， ( )は，学習というLampert 1990
用語の中には 「知識を獲得する活動」も含，
まれていると述べている．そこで，今回の授





























ートには 【図 】に 自 と書き，自分の考， 11 ○





























































， ．で 数の規則性に着目し№ と発言した478
ここまでは，式をもとに考えていたのに，こ
















































むと， は【図 】を参照しながら次のよUe 14
うに話した．
じゃあ，先に さんから聞いてい607 T Ue
くね。はい，どうぞ。
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